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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物内の空間である第１空間部と、前記第１空間部と異なる前記建物内の空間であり空
調されていない第２空間部と、の間を連通させるダクトと、
　前記ダクトを介して前記第１空間部の空気を前記第２空間部に送風するための空気流を
発生させる送風機と、
　前記送風機に対して複数の風量レベルのうちいずれかの風量レベルで前記送風機の運転
を制御する情報収集ユニットと、
　前記ダクトの端部に接続されて前記第２空間部に設けられ、上下方向のうち、前記ダク
トを介して前記第１空間部から前記第２空間部に搬送される前記第１空間部の空気が前記
第２空間部の空気との密度の違いにより前記第２空間部内で移動する方向と逆の方向から
、前記第１空間部の空気を前記第２空間部内に給気するための給気口と、
　を備え、
　前記第１空間部は、空気調和機が設置された部屋であり、
　前記情報収集ユニットは、現在の季節を判定した結果に基づいて前記送風機を運転させ
る制御を行い、前記空気調和機の運転を検知した場合に、前記送風機を運転させる制御を
行うこと、
　を特徴とする空気調和システム。
【請求項２】
　前記情報収集ユニットは、前記第２空間部への人の入室を検知した場合に、前記送風機
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の風量を増加させる制御を行うこと、
　を特徴とする請求項１に記載の空気調和システム。
【請求項３】
　前記第２空間部が洗面所であり、
　前記情報収集ユニットは、前記洗面所の照明が点灯したこと、前記洗面所の換気扇が運
転したこと、または前記洗面所に配置された給湯器の操作部が操作されたことを検知した
場合に、前記第２空間部へ人が入室したと判定すること、
　を特徴とする請求項２に記載の空気調和システム。
【請求項４】
　前記給気口が前記第２空間部の天井面と前記第２空間部の床面とに設けられ、
　前記ダクトが、前記第１空間部の天井面側の空間と、前記第１空間部の床面側の空間と
、前記第２空間部とを連通させ、
　前記送風機は、前記空気流を発生させる方向を変更可能であり、
　前記第２空間部の天井面に設けられた前記給気口と前記第１空間部とを連通する送風路
と、前記第２空間部の床面に設けられた前記給気口と前記第１空間部とを連通する送風路
と、に前記ダクトの風路を切り替える第２風路切り替え部を備え、
　前記情報収集ユニットは、前記空気調和機の運転が暖房運転であるか冷房運転であるか
により、前記第２風路切り替え部を切り替えるとともに前記送風機が発生させる空気流の
方向を制御すること、
　を特徴とする請求項１から３のいずれか１つに記載の空気調和システム。
【請求項５】
　前記情報収集ユニットは、通信により取得した気象データに基づいて、または前記情報
収集ユニットの有するカレンダー機能から取得した日付情報に基づいて、現在の季節を判
定すること、
　を特徴とする請求項１から４のいずれか１つに記載の空気調和システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物内で空気を送風することにより空調を行う空気調和システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、住宅においては、居室および寝室などには空気調和機が設置されているが、
洗面所およびトイレ等の部屋には空気調和機が設置されていないことが多い。空気調和機
が設置されていない部屋においても快適な居住空間を得るために、住宅内に設置された空
気調和システムとして、特許文献１には、空調源によって空調された第１部屋と空調され
ていない第２部屋とを連通する送風路と、送風路を介して第１部屋の空気を第２部屋に送
風するための送風ファンを備えた送風装置と、を有する簡易空調システムが開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２４５４９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１の技術によれば、空気搬送の風量が一定のため、風量が
小さい場合には、季節によっては効率良く空気の供給ができず、快適な居住空間が効率良
く得られないという問題があった。また、風量が大きい場合には、不必要な大量の空気が
搬送され、送風ファンの無駄な電力消費が発生するという問題があった。
【０００５】
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　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、省エネルギーで快適な居住空間を効率
良く得ることができる空気調和システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる空気調和システムは、
建物内の空間である第１空間部と、第１空間部と異なる建物内の空間であり空調されてい
ない第２空間部と、の間を連通させるダクトと、ダクトを介して第１空間部の空気を第２
空間部に送風するための空気流を発生させる送風機と、を備える。また、空気調和システ
ムは、送風機に対して複数の風量レベルのうちいずれかの風量レベルで送風機の運転を制
御する情報収集ユニットと、ダクトの端部に接続されて第２空間部に設けられ、上下方向
のうち、ダクトを介して第１空間部から第２空間部に搬送される第１空間部の空気が第２
空間部の空気との密度の違いにより第２空間部内で移動する方向と逆の方向から、第１空
間部の空気を第２空間部内に給気するための給気口と、を備える。第１空間部は、空気調
和機が設置された部屋であり、情報収集ユニットは、現在の季節を判定した結果に基づい
て送風機を運転させる制御を行い、空気調和機の運転を検知した場合に、送風機を運転さ
せる制御を行う。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、省エネルギーで快適な居住空間を効率良く得ることができる、という
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成例
を示す模式図
【図２】本発明の実施の形態１にかかる空気調和システムの主な機能構成を示すブロック
図
【図３】本発明の実施の形態１にかかる処理回路のハードウェア構成の一例を示す図
【図４】本発明の実施の形態１にかかる空気調和システムの動作の一例の手順を示すフロ
ーチャート
【図５】本発明の実施の形態２にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成例
を示す模式図
【図６】本発明の実施の形態２にかかる空気調和システムの動作の一例の手順を示すフロ
ーチャート
【図７】本発明の実施の形態３にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成例
を示す模式図
【図８】本発明の実施の形態３にかかる空気調和システムの動作の一例の手順を示すフロ
ーチャート
【図９】本発明の実施の形態４にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成例
を示す模式図
【図１０】本発明の実施の形態４にかかる空気調和システムの動作の一例の手順を示すフ
ローチャート
【図１１】本発明の実施の形態５にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成
例を示す模式図
【図１２】本発明の実施の形態６にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成
例を示す模式図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施の形態にかかる空気調和システムを図面に基づいて詳細に説明す
る。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１０】
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実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる空気調和システムの一般家庭住宅における構成
例を示す模式図である。図１において、矢印は空気の流れを示している。図２は、本発明
の実施の形態１にかかる空気調和システムの主な機能構成を示すブロック図である。
【００１１】
　本実施の形態１にかかる空気調和システム１は、住宅１１の建物に設置されて、建物内
の第１空間部である屋根裏１５で自然に暖められた空気を、第１空間部と異なる建物内の
空間であって洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部屋である第２空間部に搬
送することにより、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に暖める空調を行う空気
調和システムである。すなわち、本実施の形態１にかかる空気調和システム１は、主に秋
季から冬季にかけての期間に用いて好適な空気調和システムである。なお、ここでは、空
気調和機が設置されていない部屋である第２空間部が洗面所１３である場合について説明
するが、空気調和機が設置されていない部屋は洗面所１３に限定されない。
【００１２】
　図１に示すように、住宅１１の１階には、１階の居室１２と、洗面所１３が設けられて
いる。また、図１に示すように、住宅１１の２階には、２階の居室１４が設けられており
、２階の居室１４の天井裏に屋根裏１５が設けられている。なお、実際の住宅においては
、浴室および台所といった他の領域などがあるが、ここでは実施の形態の説明に用いる箇
所について示している。
【００１３】
　住宅１１の１階の居室１２には、空気調和機１１０が設置されている。空気調和機１１
０は、室内機１１１、室外機１１２、冷媒管１１３および図示しないリモートコントロー
ラを備える。室内機１１１は、１階の居室１２に設置されており、１階の居室１２の空気
調和を行う。空気調和機１１０は、一つの完結した冷凍サイクルを室内機１１１と室外機
１１２とで形成している。空気調和機１１０は、冷媒管１１３を通って室内機１１１と室
外機１１２との間を循環する冷媒を使用して、空調対象空間である室内の空気と室外の空
気との間で熱移動を行い、室内に対する空気調和を実現している。すなわち、室内機１１
１と室外機１１２とは冷媒管１１３により接続されており、冷媒管１１３中を流れる冷媒
の圧力を室外機１１２の備える圧縮機により変化させて冷媒の吸熱、放熱により空気調和
を行う。これにより、空気調和機１１０は、暖房運転、冷房運転および除湿運転等の運転
を実施可能である。
【００１４】
　本実施の形態１にかかる空気調和システム１は、住宅１１の建物における屋根裏１５の
空間と洗面所１３とを連通させて接続する第１ダクト２１と、第１ダクト２１の端部に接
続されて洗面所１３に設けられ、屋根裏１５の空気を洗面所１３内に給気するための第１
給気口６１と、屋根裏１５の空間の空気を洗面所１３に搬送するための空気流をダクト内
に発生させる第１送風機３１と、１階の居室１２に配置されて第１送風機３１に対して運
転または停止を指示する運転指示情報を送信する第１情報収集ユニット４１と、第１送風
機３１と第１情報収集ユニット４１とを通信可能に接続する第１通信線５１と、を備える
。
【００１５】
　第１ダクト２１の一端は屋根裏１５に配置されており、第１ダクト２１の他端は洗面所
１３の床面に接続されている。すなわち、第１ダクト２１は、外壁と洗面所１３との間の
領域を介して、屋根裏１５から床下１６まで配設され、床下１６から第１給気口６１を介
して洗面所１３の床面に接続されている。これにより、第１ダクト２１は、第１給気口６
１を介して屋根裏１５の空間と洗面所１３の床面側の空間とを連通させる第１風路部を構
成している。第１ダクト２１は、合成樹脂パイプまたは金属パイプ等のパイプにより構成
することができる。
【００１６】
　第１送風機３１は、第１ダクト２１における途中位置に設けられて、第１ダクト２１を
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介して第１空間部の空気を第２空間部に送風するための、第１ダクト２１内において既定
の方向に流れる空気流を発生させる。本実施の形態１では、第１送風機３１は、屋根裏１
５の空気を洗面所１３に搬送するために、屋根裏１５から洗面所１３に向かう方向の空気
流を第１ダクト２１内に発生させる。第１送風機３１は、風量を２段階以上の複数段階に
調整可能である。第１送風機３１は、第１情報収集ユニット４１から送信されて、第１送
風機３１に対して第１送風機３１の運転を指示する運転指示情報に基づいて運転する。第
１送風機３１は、運転指示情報により指示された風量で運転する。ここでは、第１送風機
３１が、風量が小さい小風量運転と、小風量運転に比べて相対的に風量が大きい大風量運
転と、の２段階での運転を実施する場合について説明する。
【００１７】
　第１送風機３１が空気流を発生することにより、第１ダクト２１の一端が連通する空間
の空気が、第１ダクト２１を通って、第１ダクト２１の他端が連通する空間に搬送され、
供給される。建物内の屋根裏１５の空間の空気は、屋根への日射または外気により自然に
暖められており、空気調和機が設置されていない洗面所１３の空気よりも相対的に温度が
高い。したがって、第１送風機３１が空気流を発生することにより、建物内の屋根裏１５
で自然に暖められた空気が、第１ダクト２１を通って洗面所１３に搬送される。すなわち
、第１送風機３１が空気流を発生することにより、洗面所１３の空気よりも相対的に温度
が高い屋根裏１５の空気が、第１ダクト２１を通って洗面所１３に搬送される。
【００１８】
　そして、第１給気口６１は、第１ダクト２１の端部に接続されて洗面所１３に設けられ
、上下方向のうち、第１ダクト２１を介して屋根裏１５から洗面所１３に搬送される屋根
裏１５の空気が洗面所１３の空気との密度の違いにより洗面所１３内で移動する方向と逆
の方向から、屋根裏１５の空気を洗面所１３内に給気する。すなわち、第１給気口６１は
、洗面所の床面１３ａに配置されている。洗面所１３の空気よりも相対的に温度の高い屋
根裏１５の空気を洗面所１３内に供給した場合には、洗面所１３の空気よりも温度が高く
密度が小さい屋根裏１５の空気は、洗面所１３の上方、すなわち天井側に移動して滞留す
る。このため、屋根裏１５から搬送された相対的に温度の高い空気を洗面所１３の床面か
ら洗面所１３内に供給することにより、効率的に洗面所１３を暖めることができる。
【００１９】
　第１送風機３１は、空気流を発生させる送風部８１と、送風部８１の駆動を制御する送
風機制御部８２と、第１情報収集ユニット４１と通信を行う送風機通信部８３と、を備え
、外部電源から供給される電力により駆動する。
【００２０】
　送風部８１は、図示しないファンと、ファンを駆動する図示しないモータとを有する。
送風部８１は、送風機制御部８２から送信される送風部運転制御情報に従って運転し、送
風部運転制御情報で指示された風量で空気流を発生させる。送風部８１は、送風機制御部
８２から送信される送風部停止制御情報に従って停止する。
【００２１】
　送風機制御部８２は、送風部８１の駆動を制御するための送風部制御情報を送風部８１
に送信することにより、送風部８１の運転を制御する。送風機制御部８２は、第１情報収
集ユニット４１から送信された運転指示情報に基づいて、運転指示情報に指示された風量
での駆動を指示する送風部運転制御情報を送風部８１に送信する。また、送風機制御部８
２は、第１情報収集ユニット４１から送信された停止指示情報に基づいて、停止を指示す
る停止指示情報を送風部８１に送信する。
【００２２】
　送風機制御部８２は、運転指示情報として風量の小さい小風量運転を指示する小風量運
転指示情報を受信した場合には、外部電源から送風部８１のモータに供給される電力を制
御して、風量の小さい小風量運転で送風部８１を運転させる。また、送風機制御部８２は
、運転指示情報として風量の大きい大風量運転を指示する大風量運転指示情報を受信した
場合には、外部電源から送風部８１のモータに供給される電力を制御して、風量の大きい
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大風量運転で送風部８１を運転させる。
【００２３】
　送風機通信部８３は、第１情報収集ユニット４１から送信されて第１送風機３１の運転
を指示する運転指示情報を受信して、受信した運転指示情報を送風機制御部８２に送信す
る。送風機通信部８３は、第１通信線５１を介して第１情報収集ユニット４１と通信可能
とされている。
【００２４】
　また、送風機制御部８２は、例えば、図３に示したハードウェア構成の処理回路として
実現される。図３は、本発明の実施の形態１にかかる処理回路のハードウェア構成の一例
を示す図である。送風機制御部８２が図３に示す処理回路により実現される場合、送風機
制御部８２は、例えば、図３に示すメモリ１０２に記憶されたプログラムをプロセッサ１
０１が実行することにより、実現される。また、複数のプロセッサおよび複数のメモリが
連携して上記機能を実現してもよい。また、送風機制御部８２の機能のうちの一部を電子
回路として実装し、他の部分をプロセッサ１０１およびメモリ１０２を用いて実現するよ
うにしてもよい。
【００２５】
　また、送風機通信部８３を、同様にメモリ１０２に記憶されたプログラムをプロセッサ
１０１が実行することにより、実現されるように構成してもよい。また、送風機通信部８
３を実現するためのプロセッサおよびメモリは、送風機制御部８２を実現するプロセッサ
およびメモリと同一であってもよいし、別のプロセッサおよびメモリであってもよい。
【００２６】
　第１情報収集ユニット４１は、第１送風機３１に対して複数の風量レベルのうちいずれ
かの風量レベルで第１送風機３１の運転を制御する。第１情報収集ユニット４１は、第１
送風機３１の運転の制御に関する各種情報を受け付ける入力部９１と、第１送風機３１の
運転を制御するユニット制御部９２と、第１情報収集ユニット４１における処理において
必要な各種の情報を記憶する記憶部９３と、第１送風機３１および空気調和システム１の
外部との通信を行うユニット通信部９４と、を備え、外部から供給される電源により駆動
する。入力部９１とユニット制御部９２とユニット通信部９４とは、通信可能とされてい
る。
【００２７】
　入力部９１は、第１送風機３１の運転の制御に関する各種情報を居住者から受け付け、
受け付けた入力情報をユニット制御部９２に送信する。
【００２８】
　ユニット制御部９２は、第１送風機３１に対して第１送風機３１の運転または停止を指
示する第１送風機３１の運転指示情報を送信することにより、第１送風機３１の運転を制
御する。ユニット制御部９２は、ユニット通信部９４および一般通信回線に接続する外部
通信線５１ａを介した空気調和システム１の外部との通信により取得される公共の気象デ
ータ、またはあらかじめユニット制御部９２が有しているカレンダー機能から取得した日
付情報を利用して現在の季節を認識する。そして、ユニット制御部９２は、認識した季節
に基づいて、消費電力を抑えた小風量での小風量運転指示情報を第１送風機３１に対して
送信する。ユニット制御部９２は、入力部９１から送信された入力情報を受信すると、入
力情報を記憶部９３に記憶させ、入力情報に基づいて第１送風機３１に対して制御を行う
。
【００２９】
　ユニット制御部９２は、たとえば季節を判定する季節判定情報として、四季の各季節に
対応する、１日のうちの最低気温の情報が記憶されている。これにより、ユニット制御部
９２は、取得した公共の気象データにおける１日のうちの最低気温の情報と、季節判定情
報とに基づいて現在の季節を判定し、認識することができる。
【００３０】
　また、ユニット制御部９２のカレンダー機能においては、たとえば現在の季節を判定す
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る季節判定情報として、四季の各季節に対応する日付の期間が記憶されている。これによ
り、ユニット制御部９２は、現在の日付と、季節判定情報とに基づいて現在の季節を判定
し、認識することができる。
【００３１】
　ユニット制御部９２は、現在が秋季であると認識した場合には、第１送風機３１に対す
る運転指示情報として、第１送風機３１の消費電力を抑えた風量の小さい小風量運転を指
示する小風量運転指示情報を、ユニット通信部９４を介して第１送風機３１に対して送信
する。これにより、消費電力を抑えた小風量で第１送風機３１が運転し、建物内の屋根裏
１５で自然に暖められた空気を洗面所１３に供給することができる。
【００３２】
　また、ユニット制御部９２は、空気調和機１１０の暖房運転を検知した場合に、第１送
風機３１の風量を増加させる制御を行う。すなわち、ユニット制御部９２は、居住者が１
階の居室１２に設置された空気調和機１１０を暖房運転させた場合、または既に空気調和
機１１０を暖房運転させている場合には、空気調和機１１０が運転している旨の空調機運
転情報を、ユニット通信部９４を介して空気調和機１１０から受信する。空調機運転情報
には、空気調和機１１０の運転が暖房運転であるか冷房運転であるかの識別情報が含まれ
る。ユニット制御部９２は、現在が冬季であると認識した場合に空気調和機１１０の空調
機運転情報を受信すると、空調機運転情報に基づいて、第１送風機３１に対する運転指示
情報として風量の大きい大風量運転を指示する大風量運転指示情報を、ユニット通信部９
４を介して第１送風機３１に対して送信する。大風量運転は、小風量運転に比べて相対的
に風量が大きい運転モードである。
【００３３】
　なお、ここでは、ユニット制御部９２が認識した季節に基づいて運転指示情報として小
風量運転指示情報または大風量運転指示情報の何れか一方を選択して第１送風機３１に対
して送信する場合について示したが、ユニット制御部９２が第１送風機３１に送信する運
転指示情報を選択する基準は、季節に限定されない。たとえば、ユニット制御部９２は、
大風量運転指示情報を第１送風機３１に送信するか否かを判定する送信基準情報として、
大風量運転指示情報を第１送風機３１に送信する場合の１日のうちの最低気温の基準温度
が記憶されている。そして、ユニット制御部９２は、取得した公共の気象データにおける
１日のうちの最低気温の情報が、送信基準情報としての最低気温の基準温度以下の場合に
、運転指示情報として大風量運転指示情報を選択して第１送風機３１に対して送信する。
【００３４】
　居住者が１階の居室１２に設置された空気調和機１１０を暖房運転させると、１階の居
室１２の温度が上昇するとともに、屋根裏１５の空気の温度も２階の空気を介して上昇す
る。そして、屋根裏１５の空気の温度は、空気調和機が設置されていない部屋である洗面
所１３の室温と比較して相対的に高い温度となる。冬季においては、空気調和機が設置さ
れていない洗面所１３の室温は、秋季よりも低くなる。そこで、ユニット制御部９２は、
風量の大きい大風量運転で第１送風機３１を運転させて、洗面所１３の空気よりも相対的
に温度が高い屋根裏１５の空気をより多く洗面所１３に搬送させる制御を行う。
【００３５】
　なお、ここでは、居住者が１階の居室１２に設置された空気調和機１１０を暖房運転さ
せた場合について説明したが、空気調和機１１０の暖房運転が行われる部屋は、１階の居
室１２でもよく、また２階の居室１４でもよい。１階の居室１２または２階の居室１４に
おいて空気調和機１１０の暖房運転が行われることにより、屋根裏１５の空気の温度は、
空気調和機が設置されていない部屋である洗面所１３の室温と比較して相対的に高い温度
となる。
【００３６】
　ユニット通信部９４は、第１送風機３１および空気調和システム１の外部との通信を行
う。ユニット通信部９４は、空気調和システム１の外部と通信し、取得したデータをユニ
ット制御部９２に送信する。また、ユニット通信部９４は、ユニット制御部９２から送信
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された情報を受信し、受信した情報を適切な送信先に送信する。ユニット通信部９４は、
第１通信線５１を介して第１送風機３１の送風機通信部８３と通信可能とされている。な
お、ここでは送風機通信部８３とユニット通信部９４とが有線通信で情報交換する構成と
されているが、通信の構成はこれに限定されない。送風機通信部８３とユニット通信部９
４とは、無線通信で情報交換する構成とされてもよい。
【００３７】
　また、ユニット制御部９２は、例えば、図３に示したハードウェア構成の処理回路とし
て実現される。ユニット制御部９２が図３に示す処理回路により実現される場合、ユニッ
ト制御部９２は、例えば、図３に示すメモリ１０２に記憶されたプログラムをプロセッサ
１０１が実行することにより、実現される。また、複数のプロセッサおよび複数のメモリ
が連携して上記機能を実現してもよい。また、ユニット制御部９２の機能のうちの一部を
電子回路として実装し、他の部分をプロセッサ１０１およびメモリ１０２を用いて実現す
るようにしてもよい。
【００３８】
　また、ユニット通信部９４を、同様にメモリ１０２に記憶されたプログラムをプロセッ
サ１０１が実行することにより、実現されるように構成してもよい。また、ユニット通信
部９４を実現するためのプロセッサおよびメモリは、ユニット制御部９２を実現するプロ
セッサおよびメモリと同一であってもよいし、別のプロセッサおよびメモリであってもよ
い。
【００３９】
　つぎに、本実施の形態１にかかる空気調和システム１の動作の一例について説明する。
以下では、秋季または冬季に、空気調和システムが、屋根裏１５の空気を利用して洗面所
１３の空調を行う場合について説明する。図４は、本発明の実施の形態１にかかる空気調
和システム１の動作の一例の手順を示すフローチャートである。
【００４０】
　まず、ステップＳ１０において、第１情報収集ユニット４１のユニット制御部９２は、
現在の季節が秋季または冬季であるか否かを判定する。現在の季節が秋季または冬季であ
るか否かは、ユニット通信部９４を介した空気調和システム１の外部との通信により取得
される公共の気象データ、またはあらかじめユニット制御部９２が有しているカレンダー
機能を利用して判定される。
【００４１】
　現在の季節が秋季または冬季であると判定された場合、すなわちステップＳ１０におい
てＹｅｓの場合は、ステップＳ２０において、ユニット制御部９２は運転指示情報として
第１送風機３１の消費電力を抑えた風量の小さい小風量運転を指示する小風量運転指示情
報を、ユニット通信部９４を介して第１送風機３１の送風機制御部８２に送信する。
【００４２】
　つぎに、送風機制御部８２は、小風量運転指示情報を受信すると、ステップＳ３０にお
いて、外部電源から送風部８１のモータに供給される電力を制御して、風量の小さい小風
量運転で送風部８１を運転させる。送風部８１が風量の小さい小風量運転で運転すること
により、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が高い屋根裏１５の空気が、第１ダクト２
１を通って洗面所１３に小風量で送風される。これにより、洗面所１３が、屋根裏１５の
空気により間接的に暖められる。
【００４３】
　つぎに、第１情報収集ユニット４１のユニット制御部９２は、ステップＳ４０において
空気調和機１１０から暖房運転の空調機運転情報を受信したか否かを判定する。空気調和
機１１０から暖房運転の空調機運転情報を受信していない場合、すなわちステップＳ４０
においてＮｏの場合は、第１情報収集ユニット４１のユニット制御部９２は、ステップＳ
５０において、第１送風機３１の停止を指示する停止指示情報を第１情報収集ユニット４
１の入力部９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信していない場合、す
なわちステップＳ５０においてＮｏの場合は、ユニット制御部９２は、ステップＳ４０に
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戻る。
【００４４】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ５０においてＹｅｓの場合は
、ユニット制御部９２は、停止指示情報を第１送風機３１の送風機制御部８２に送信する
。送風機制御部８２は、停止指示情報を受信すると、ステップＳ６０において送風部８１
を停止させ、第１送風機３１の運転を停止させる。これにより、空気調和システム１の一
連の運転処理が終了する。
【００４５】
　ステップＳ４０に戻って、空気調和機１１０から暖房運転の空調機運転情報を受信して
いる場合、すなわちステップＳ４０においてＹｅｓの場合は、ステップＳ７０において、
ユニット制御部９２は運転指示情報として風量の大きい大風量運転を指示する大風量運転
指示情報を、ユニット通信部９４を介して第１送風機３１の送風機制御部８２に送信する
。
【００４６】
　つぎに、送風機制御部８２は、大風量運転指示情報を受信すると、ステップＳ８０にお
いて、外部電源から送風部８１のモータに供給される電力を制御して、風量の大きい大風
量運転で送風部８１を運転させる。送風部８１が風量の大きい大風量運転で運転すること
により、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が高い屋根裏１５の空気が、第１ダクト２
１を通って洗面所１３に大風量で送風される。これにより、洗面所１３が、屋根裏１５の
空気により間接的に暖められる。
【００４７】
　この場合、空気調和機１１０が運転しているため、屋根裏１５の空気の温度は空気調和
機１１０が運転していない場合と比べて相対的に高くなっている。そして、第１送風機３
１が大風量運転で運転する場合は、第１送風機３１が小風量運転で運転する場合に比べて
洗面所１３に送風される屋根裏１５の空気の量が多くなる。これにより、屋根裏１５から
洗面所１３に送風される空気により、洗面所１３をより効率的に暖めることができる。
【００４８】
　つぎに、第１情報収集ユニット４１のユニット制御部９２は、ステップＳ９０において
、第１送風機３１の停止を指示する停止指示情報を第１情報収集ユニット４１の入力部９
１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信していない場合、すなわちステッ
プＳ９０においてＮｏの場合は、ユニット制御部９２は、ステップＳ９０に戻る。
【００４９】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ９０においてＹｅｓの場合は
、ユニット制御部９２は、停止指示情報を第１送風機３１の送風機制御部８２に送信する
。送風機制御部８２は、停止指示情報を受信すると、ステップＳ６０において送風部８１
を停止させ、第１送風機３１の運転を停止させる。これにより、空気調和システム１の一
連の運転処理が終了する。
【００５０】
　上記においては、第１情報収集ユニット４１のユニット制御部９２が自動で、小風量運
転または大風量運転で運転し、停止する場合について示したが、居住者が第１情報収集ユ
ニット４１のユニット制御部９２に小風量運転または大風量運転を指示する情報を入力す
ることにより、任意のタイミングで第１送風機３１を小風量運転または大風量運転で運転
させることも可能である。
【００５１】
　また、第１情報収集ユニット４１のユニット制御部９２がタイマー機能を備え、ユニッ
ト制御部９２がタイマー機能にあらかじめ設定されたタイミングで送風部８１を小風量運
転または大風量運転で運転させ、また停止させる制御を行うことも可能である。
【００５２】
　また、第１送風機３１が停止した状態において第１情報収集ユニット４１のユニット制
御部９２が空気調和機１１０から空調機運転情報を受信した場合に、ユニット制御部９２
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が第１送風機３１を大風量運転で運転させる制御を行ってもよい。
【００５３】
　また、上記においては、秋季または冬季に、屋根裏１５の空気を利用して空気調和シス
テム１により洗面所１３の空調を行う場合について説明したが、春季に空気調和システム
１により洗面所１３の空調を行ってもよい。
【００５４】
　上述したように、本実施の形態１にかかる空気調和システム１においては、屋根裏１５
から搬送された暖かい空気を洗面所の床面１３ａ側から洗面所１３内に供給することによ
り、空気調和機を用いることなく、空気調和機が設置されていない洗面所１３を効率的に
暖めることができる。
【００５５】
　また、空気調和システム１においては、第１給気口６１が洗面所の床面１３ａに配置さ
れているため、屋根裏１５から搬送された相対的に温度の高い空気を洗面所の床面１３ａ
側から洗面所１３内に供給することができ、効率的に洗面所１３を暖めることができる。
【００５６】
　また、空気調和システム１においては、通信で得られる公共の気象データおよび住宅１
１内の空気調和機の使用状況等の情報を収集し、これらの情報に基づいて適切な風量レベ
ルでの第１送風機３１の運転の制御を自動的に行うため、省エネルギーで利便性に優れた
空気調和システムが実現されている。
【００５７】
　したがって、空気調和システム１によれば、空気調和機が設置されていない洗面所１３
に対して供給された屋根裏１５の空気の密度に起因した洗面所１３内での空気の移動を考
慮した適切な位置から、屋根裏１５の空気を適切な風量で供給することにより、洗面所１
３の温度バリアフリーを省エネルギーで効率的に実現でき、快適な居住空間を得ることが
できる。
【００５８】
実施の形態２．
　図５は、本発明の実施の形態２にかかる空気調和システム２の一般家庭住宅における構
成例を示す模式図である。図５において、矢印は空気の流れを示している。
【００５９】
　本実施の形態２にかかる空気調和システム２は、住宅１１の建物に設置されて、第１空
間部である建物の床下１６で自然に冷やされた空気を、第１空間部と異なる建物内の空間
であって空調されていない洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部屋に搬送す
ることにより、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に冷やす空調を行う空気調和
システムである。すなわち、本実施の形態２にかかる空気調和システム２は、主に春季か
ら夏季にかけての期間に用いて好適な空気調和システムである。なお、ここでは、空気調
和機が設置されていない部屋が洗面所１３である場合について説明するが、空気調和機が
設置されていない部屋は洗面所１３に限定されない。
【００６０】
　本実施の形態２にかかる空気調和システム２は、住宅１１の建物における床下１６の空
間と洗面所１３とを連通させて接続する第２ダクト２２と、第２ダクト２２の端部に接続
されて洗面所１３に設けられ、床下１６の空気を洗面所１３内に給気するための第２給気
口６２と、床下１６の空間の空気を洗面所１３に搬送するための空気流を第２ダクト２２
内に発生させる第２送風機３２と、第２送風機３２に対して運転または停止を指示する運
転指示情報を送信する第２情報収集ユニット４２と、第２送風機３２と第２情報収集ユニ
ット４２とを通信可能に接続する第２通信線５２と、を備える。
【００６１】
　第２ダクト２２の一端は床下１６に配置されており、第２ダクト２２の他端は洗面所１
３の天井裏に接続されている。すなわち、第２ダクト２２は、外壁と洗面所１３との間の
領域を介して、床下１６から洗面所１３の天井裏まで配設され、洗面所１３の天井裏から
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第２給気口６２を介して洗面所１３の天井に接続されている。これにより、第２ダクト２
２は、第２給気口６２を介して床下１６の空間と洗面所１３の天井面側の空間とを連通さ
せる第２風路部を構成している。第２ダクト２２は、合成樹脂パイプまたは金属パイプ等
のパイプにより構成することができる。
【００６２】
　第２送風機３２は、第２ダクト２２における途中位置に設けられて、第２ダクト２２を
介して第１空間部の空気を第２空間部に送風するための、第２ダクト２２内において既定
の方向に流れる空気流を発生させる。本実施の形態２では、第２送風機３２は、床下１６
の空気を洗面所１３に搬送するために、床下１６から洗面所１３に向かう方向の空気流を
第２ダクト２２内に発生させる。第２送風機３２は、発生させる空気流の方向が異なるこ
と以外は、第１送風機３１と同様の構成および機能を有する。
【００６３】
　第２送風機３２が空気流を発生することにより、第２ダクト２２の一端が連通する空間
の空気が、第２ダクト２２を通って、第２ダクト２２の他端が連通する空間に搬送され、
供給される。建物の床下１６の空間の空気は、日射が無くまたは外気により自然に冷やさ
れており、空気調和機が設置されていない洗面所１３の空気よりも相対的に温度が低い。
したがって、第２送風機３２が空気流を発生することにより、建物の床下１６で自然に冷
やされた空気が、第２ダクト２２を通って洗面所１３に搬送される。すなわち、第２送風
機３２が空気流を発生することにより、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が低い床下
１６の空気が、第２ダクト２２を通って洗面所１３に搬送される。
【００６４】
　そして、第２給気口６２は、第２ダクト２２の端部に接続されて洗面所１３に設けられ
、上下方向のうち、第２ダクト２２を介して屋根裏１５から洗面所１３に搬送される床下
１６の空気が洗面所１３の空気との密度の違いにより洗面所１３内で移動する方向と逆の
方向から、屋根裏１５の空気を洗面所１３内に給気する。すなわち、第２給気口６２は、
洗面所の天井面１３ｂに配置されている。洗面所１３の空気よりも相対的に温度の低い床
下１６の空気を洗面所１３内に供給した場合には、洗面所１３の空気よりも温度が低く密
度が大きい床下１６の空気は、洗面所１３の下方、すなわち洗面所の床面１３ａ側に移動
して滞留する。このため、床下１６から搬送された相対的に温度の低い空気を洗面所の天
井面１３ｂ側から洗面所１３内に供給することにより、効率的に洗面所１３を冷やすこと
ができる。
【００６５】
　第２情報収集ユニット４２は、第２送風機３２に対して複数の風量レベルのうちいずれ
かの風量レベルで第２送風機３２の運転を制御する。第２情報収集ユニット４２は、第２
送風機３２に対して第２送風機３２の運転または停止を指示する第２送風機３２の運転指
示情報を送信することにより、第２送風機３２の運転を制御する。第２情報収集ユニット
４２は、小風量運転および大風量運転の制御を適用する条件が異なること以外は、第１情
報収集ユニット４１と同様の構成および機能を有する。したがって、ここでは、第２情報
収集ユニット４２が第１情報収集ユニット４１と異なる点について示し、第２情報収集ユ
ニット４２の構成および基本的な機能は実施の形態１を参照することとして、詳細な説明
を省略する。
【００６６】
　第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、現在が春季であると認識した場合
には、第２送風機３２に対する運転指示情報として、第２送風機３２の消費電力を抑えた
風量の小さい小風量運転を指示する小風量運転指示情報を、ユニット通信部９４を介して
第２送風機３２に対して送信する。これにより、消費電力を抑えた小風量で第２送風機３
２が運転し、建物の床下１６で自然に冷やされた空気を洗面所１３に供給することができ
る。
【００６７】
　また、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、空気調和機１１０の冷房運
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転を検知した場合に、第２送風機３２の風量を増加させる制御を行う。すなわち、第２情
報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、現在が夏季であると認識した場合に、居住
者が１階の居室１２に設置された空気調和機１１０を冷房運転させると、空気調和機１１
０が運転している旨の空調機運転情報を、ユニット通信部９４を介して空気調和機１１０
から受信する。第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、空気調和機１１０の
空調機運転情報を受信すると、空調機運転情報に基づいて、第２送風機３２に対する運転
指示情報として風量の大きい大風量運転を指示する大風量運転指示情報を、ユニット通信
部９４を介して第２送風機３２に対して送信する。
【００６８】
　なお、ここでは、ユニット制御部９２が認識した季節に基づいて、運転指示情報として
小風量運転指示情報または大風量運転指示情報の何れか一方を選択して第２送風機３２に
対して送信する場合について示したが、ユニット制御部９２が第２送風機３２に送信する
運転指示情報を選択する基準は、季節に限定されない。たとえば、ユニット制御部９２は
、大風量運転指示情報を第２送風機３２に送信するか否かを判定する送信基準情報として
、大風量運転指示情報を第２送風機３２に送信する場合の１日のうちの最高気温の基準温
度が記憶されている。そして、ユニット制御部９２は、取得した公共の気象データにおけ
る１日のうちの最高気温の情報が、送信基準情報としての最高気温の基準温度以上の場合
に、運転指示情報として大風量運転指示情報を選択して第２送風機３２に対して送信する
。
【００６９】
　また、居住者が１階の居室１２に設置された空気調和機１１０を冷房運転させると、１
階の居室１２の温度が低下するとともに、床下１６の空気の温度も低下する。そして、床
下１６の空気の温度は、空気調和機が設置されていない部屋である洗面所１３の室温と比
較して相対的に低い温度となる。夏季においては、空気調和機が設置されていない洗面所
１３の室温は、春季よりも高くなる。そこで、ユニット制御部９２は、風量の大きい大風
量運転で第２送風機３２を運転させて、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が低い床下
１６の空気をより多く洗面所１３に搬送させる制御を行う。
【００７０】
　なお、ここでは、居住者が１階の居室１２に設置された空気調和機１１０を冷房運転さ
せた場合について説明したが、空気調和機１１０の冷房運転が行われる部屋は、２階の居
室１４でもよい。１階の居室１２または２階の居室１４において空気調和機１１０の冷房
運転が行われることにより、床下１６の空気の温度は、空気調和機が設置されていない部
屋である洗面所１３の室温と比較して相対的に低い温度となる。
【００７１】
　つぎに、本実施の形態２にかかる空気調和システム２の動作の一例について説明する。
以下では、春季または夏季に、空気調和システムが、床下１６の空気を利用して洗面所１
３の空調を行う場合について説明する。図６は、本発明の実施の形態２にかかる空気調和
システムの動作の一例の手順を示すフローチャートである。
【００７２】
　まず、ステップＳ１１０において、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は
、現在の季節が春季または夏季であるか否かを判定する。現在の季節が春季または夏季で
あるか否かは、第２情報収集ユニット４２のユニット通信部９４を介した空気調和システ
ム２の外部との通信により取得される公共の気象データ、またはあらかじめユニット制御
部９２が有しているカレンダー機能を利用して判定される。
【００７３】
　現在の季節が春季または夏季であると判定された場合、すなわちステップＳ１１０にお
いてＹｅｓの場合は、ステップＳ１２０において、第２情報収集ユニット４２のユニット
制御部９２は運転指示情報として第２送風機３２の消費電力を抑えた風量の小さい小風量
運転を指示する小風量運転指示情報を、第２情報収集ユニット４２のユニット通信部９４
を介して第２送風機３２の送風機制御部８２に送信する。
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【００７４】
　つぎに、第２送風機３２の送風機制御部８２は、小風量運転指示情報を受信すると、ス
テップＳ１３０において、外部電源から第２送風機３２の送風部８１のモータに供給され
る電力を制御して、風量の小さい小風量運転で第２送風機３２の送風部８１を運転させる
。第２送風機３２の送風部８１が風量の小さい小風量運転で運転することにより、洗面所
１３の空気よりも相対的に温度が低い床下１６の空気が、第２ダクト２２を通って洗面所
１３に小風量で送風される。これにより、洗面所１３が、床下１６の空気により間接的に
冷却される。
【００７５】
　つぎに、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、ステップＳ１４０におい
て空気調和機１１０から冷房運転の空調機運転情報を受信したか否かを判定する。空気調
和機１１０から冷房運転の空調機運転情報を受信していない場合、すなわちステップＳ１
４０においてＮｏの場合は、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、ステッ
プＳ１５０において、第２送風機３２の停止を指示する停止指示情報を第２情報収集ユニ
ット４２の入力部９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信していない場
合、すなわちステップＳ１５０においてＮｏの場合は、第２情報収集ユニット４２のユニ
ット制御部９２は、ステップＳ１４０に戻る。
【００７６】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ１５０においてＹｅｓの場合
は、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、停止指示情報を第２送風機３２
の送風機制御部８２に送信する。第２送風機３２の送風機制御部８２は、停止指示情報を
受信すると、ステップＳ１６０において送風部８１を停止させ、第２送風機３２の運転を
停止させる。これにより、空気調和システム２の一連の運転処理が終了する。
【００７７】
　ステップＳ１４０に戻って、空気調和機１１０から冷房運転の空調機運転情報を受信し
ている場合、すなわちステップＳ１４０においてＹｅｓの場合は、ステップＳ１７０にお
いて、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は運転指示情報として風量の大き
い大風量運転を指示する大風量運転指示情報を、第２情報収集ユニット４２のユニット通
信部９４を介して第２送風機３２の送風機制御部８２に送信する。
【００７８】
　つぎに、第２送風機３２の送風機制御部８２は、大風量運転指示情報を受信すると、ス
テップＳ１８０において、外部電源から送風部８１のモータに供給される電力を制御して
、風量の大きい大風量運転で第２送風機３２の送風部８１を運転させる。第２送風機３２
の送風部８１が風量の大きい大風量運転で運転することにより、洗面所１３の空気よりも
相対的に温度が低い床下１６の空気が、第２ダクト２２を通って洗面所１３に大風量で送
風される。これにより、洗面所１３が、床下１６の空気により間接的に冷やされる。
【００７９】
　この場合、空気調和機１１０が運転しているため、床下１６の空気の温度は空気調和機
１１０が運転していない場合と比べて相対的に低くなっている。そして、第２送風機３２
が大風量運転で運転する場合は、第２送風機３２が小風量運転で運転する場合に比べて洗
面所１３に送風される床下１６の空気の量が多くなる。これにより、床下１６から洗面所
１３に送風される空気により、洗面所１３をより効率的に冷やすことができる。
【００８０】
　つぎに、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、ステップＳ１９０におい
て、第２送風機３２の停止を指示する停止指示情報を第２情報収集ユニット４２の入力部
９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信していない場合、すなわちステ
ップＳ１９０においてＮｏの場合は、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は
、ステップＳ１９０に戻る。
【００８１】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ１９０においてＹｅｓの場合



(14) JP 6657057 B2 2020.3.4

10

20

30

40

50

は、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２は、停止指示情報を第２送風機３２
の送風機制御部８２に送信する。第２送風機３２の送風機制御部８２は、停止指示情報を
受信すると、ステップＳ１６０において第２送風機３２の送風部８１を停止させ、第２送
風機３２の運転を停止させる。これにより、空気調和システム２の一連の運転処理が終了
する。
【００８２】
　上記においては、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２が自動で、小風量運
転または大風量運転で運転し、停止する場合について示したが、居住者が第２情報収集ユ
ニット４２のユニット制御部９２に小風量運転または大風量運転を指示する情報を入力す
ることにより、任意のタイミングで第２送風機３２を小風量運転または大風量運転で運転
させることも可能である。
【００８３】
　また、第２情報収集ユニット４２のユニット制御部９２がタイマー機能を備え、第２情
報収集ユニット４２のユニット制御部９２がタイマー機能にあらかじめ設定されたタイミ
ングで送風部８１を小風量運転または大風量運転で運転させ、また停止させる制御を行う
ことも可能である。
【００８４】
　また、第２送風機３２が停止した状態において第２情報収集ユニット４２のユニット制
御部９２が空気調和機１１０から空調機運転情報を受信した場合に、第２情報収集ユニッ
ト４２のユニット制御部９２が第２送風機３２を大風量運転で運転させる制御を行っても
よい。
【００８５】
　また、上記においては、空気調和システム２が、春季または夏季に床下１６の空気を利
用して洗面所１３の空調を行う場合について説明したが、空気調和システム２が、秋季に
上記と同様にして洗面所１３の空調を行ってもよい。
【００８６】
　上述したように、本実施の形態２にかかる空気調和システム２においては、床下１６か
ら搬送された冷やされた空気を洗面所の天井面１３ｂ側から洗面所１３内に供給すること
により、空気調和機を用いることなく、空気調和機が設置されていない洗面所１３を効率
的に冷やすことができる。
【００８７】
　また、空気調和システム２においては、第２給気口６２が洗面所の天井面１３ｂに配置
されているため、床下１６から搬送された相対的に温度の低い空気を洗面所の天井面１３
ｂ側から洗面所１３内に供給することができ、効率的に洗面所１３を冷やすことができる
。
【００８８】
　また、空気調和システム２においては、通信で得られる公共の気象データおよび住宅１
１内の空気調和機の使用状況等の情報を収集し、これらの情報に基づいて適切な風量レベ
ルでの第２送風機３２の運転の制御を自動的に行うため、省エネルギーで利便性に優れた
空気調和システムが実現されている。
【００８９】
　したがって、空気調和システム２によれば、空気調和機が設置されていない洗面所１３
に対して供給された床下１６の空気の、密度に起因した洗面所１３内での空気の移動を考
慮した適切な位置から、床下１６の空気を適切な風量で供給することにより、洗面所１３
の温度バリアフリーを省エネルギーで効率的に実現でき、快適な居住空間を得ることがで
きる。
【００９０】
実施の形態３．
　図７は、本発明の実施の形態３にかかる空気調和システム３の一般家庭住宅における構
成例を示す模式図である。図７において、矢印は空気の流れを示している。本実施の形態
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３にかかる空気調和システム３は、住宅１１の建物に設置されて、第１空間部である住宅
１１内の居室で空気調和機１１０により暖められた空気を、第１空間部と異なる建物内の
空間であって洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部屋に搬送することにより
、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に暖める空調を行う空気調和システムであ
る。すなわち、本実施の形態３にかかる空気調和システム３は、主に冬季の期間に用いて
好適な空気調和システムである。なお、ここでは、空気調和機が設置されていない部屋が
洗面所１３である場合について説明するが、空気調和機が設置されていない部屋は洗面所
１３に限定されない。
【００９１】
　本実施の形態３にかかる空気調和システム３は、住宅１１の１階の居室１２と洗面所１
３とを連通させて接続する第３ダクト２３と、第３ダクト２３の端部に接続されて洗面所
１３に設けられ、床下１６の空気を洗面所１３内に給気するための第３給気口６３と、１
階の居室１２の空気を洗面所１３に搬送するための空気流を第３ダクト２３内に発生させ
る第３送風機３３と、第３送風機３３に対して運転または停止を指示する運転指示情報を
送信する第３情報収集ユニット４３と、第３送風機３３と第３情報収集ユニット４３とを
通信可能に接続する第３通信線５３と、を備える。
【００９２】
　第３ダクト２３の一端は１階の居室の天井面１２ｂに配置されており、第３ダクト２３
の他端は洗面所１３の床面に接続されている。すなわち、第３ダクト２３は、外壁と洗面
所１３との間の領域を介して、１階の居室の天井面１２ｂから洗面所１３の床下１６まで
配設され、第３給気口６３を介して洗面所１３の床面に接続されている。これにより、第
３ダクト２３は、第３給気口６３を介して１階の居室の天井面１２ｂ側の空間と洗面所１
３の床面側の空間とを連通させる第３風路部を構成している。第３ダクト２３は、合成樹
脂パイプまたは金属パイプ等のパイプにより構成することができる。
【００９３】
　第３送風機３３は、第３ダクト２３における途中位置に設けられて、第３ダクト２３を
介して第１空間部の空気を第２空間部に送風するため、すなわち１階の居室１２の空気を
洗面所１３に搬送するために１階の居室１２から洗面所１３に向かう方向の空気流を第３
ダクト２３内に発生させる。第３送風機３３は、発生させる空気流の方向が異なること以
外は、第１送風機３１と同様の構成および機能を有する。
【００９４】
　第３送風機３３が空気流を発生することにより、第３ダクト２３の一端が連通する１階
の居室１２の空気が、第３ダクト２３を通って、第３ダクト２３の他端が連通する洗面所
１３に搬送される。１階の居室１２の空気は、空気調和機１１０により暖められており、
空気調和機が設置されていない洗面所１３の空気よりも相対的に温度が高い。したがって
、第３送風機３３が空気流を発生することにより、洗面所１３の空気よりも相対的に温度
が高い１階の居室１２の空気が、第３ダクト２３を通って洗面所１３に搬送される。これ
により、１階の居室１２の空気により洗面所１３を間接的に暖める空調を行うことができ
る。
【００９５】
　そして、第３給気口６３は、第３ダクト２３の端部に接続されて洗面所１３に設けられ
、上下方向のうち、第３ダクト２３を介して１階の居室１２から洗面所１３に搬送される
１階の居室１２の空気が洗面所１３の空気との密度の違いにより洗面所１３内で移動する
方向と逆の方向から、１階の居室１２の空気を洗面所１３内に給気する。すなわち、第３
給気口６３は、洗面所の床面１３ａに配置されている。洗面所１３の空気よりも相対的に
温度の高い１階の居室１２の空気を洗面所１３内に供給した場合には、洗面所１３の空気
よりも温度が高く密度が小さい１階の居室１２の空気は、洗面所１３の上方、すなわち洗
面所の天井面１３ｂ側に移動して滞留する。このため、１階の居室１２から搬送された相
対的に温度の高い空気を洗面所の床面１３ａ側から洗面所１３内に供給することにより、
効率的に洗面所１３を暖めることができる。
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【００９６】
　第３情報収集ユニット４３は、第３送風機３３に対して複数の風量レベルのうちいずれ
かの風量レベルで第３送風機３３の運転を制御する。第３情報収集ユニット４３は、第３
送風機３３に対して第３送風機３３の運転または停止を指示する運転指示情報を送信する
ことにより、第３送風機３３の運転を制御する。第３情報収集ユニット４３は、小風量運
転および大風量運転の制御を適用する条件が異なること以外は、第１情報収集ユニット４
１と同様の構成および機能を有する。したがって、第３情報収集ユニット４３の構成およ
び基本的な機能は実施の形態１を参照することとして、詳細な説明を省略する。
【００９７】
　第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、第３送風機３３が停止した状態に
おいて、空調機運転情報として暖房運転を開始した旨の暖房運転情報を空気調和機１１０
から受信した場合に、第３送風機３３を小風量運転で運転させる制御を行う。すなわち、
第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、暖房運転情報を受信した場合に、第
３送風機３３に対する運転指示情報として、風量の小さい小風量運転を指示する小風量運
転指示情報を、第３情報収集ユニット４３のユニット通信部９４を介して第３送風機３３
に送信する。これにより、消費電力を抑えた小風量運転で第３送風機３３を運転させて、
１階の居室１２で空気調和機１１０により暖められた空気を洗面所１３に供給することが
できる。
【００９８】
　また、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、第２空間部への人の入室を
検知した場合に、第３送風機３３の風量を増加させる制御を行う。すなわち、第３情報収
集ユニット４３のユニット制御部９２は、居住者が洗面所１３に入室したと検知した場合
に、大風量運転で第３送風機３３を運転させる制御を行う。すなわち、第３情報収集ユニ
ット４３のユニット制御部９２は、居住者が洗面所１３に入室した旨を示す入室情報を、
第３情報収集ユニット４３のユニット通信部９４を介して受信した場合に、居住者が洗面
所１３に入室したと判定する。第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、入室
情報を受信すると、入室情報に基づいて、第３送風機３３に対する運転指示情報として風
量の大きい大風量運転を指示する大風量運転指示情報を、第３情報収集ユニット４３のユ
ニット通信部９４を介して第３送風機３３に対して送信する。
【００９９】
　入室情報としては、照明点灯情報、換気扇運転情報、または給湯器操作情報が例示され
る。第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、居住者が洗面所１３に入室して
洗面所１３の照明を点灯させた場合に、入室情報として洗面所１３の照明が点灯した旨の
照明点灯情報を洗面所１３の照明から受信する。また、第３情報収集ユニット４３のユニ
ット制御部９２は、居住者が洗面所１３に入室して洗面所１３に配置された人感センサー
付きの換気扇が運転を開始して居住者を検知した場合に、入室情報として換気扇が運転し
た旨の換気扇運転情報を換気扇から受信する。また、第３情報収集ユニット４３のユニッ
ト制御部９２は、居住者が洗面所１３に入室して、洗面所１３に配置された浴槽の給湯器
の操作部が操作されて浴室の湯はりが開始された場合に、入室情報として浴槽の給湯器の
操作部が操作された旨の給湯器操作情報を浴室の給湯器から受信する。
【０１００】
　つぎに、本実施の形態３にかかる空気調和システム３の動作の一例について説明する。
以下では、空気調和システムが、１階の居室１２で空気調和機１１０により暖められた空
気を利用して洗面所１３の空調を行う場合について説明する。図８は、本発明の実施の形
態３にかかる空気調和システム３の動作の一例の手順を示すフローチャートである。
【０１０１】
　まず、ステップＳ２１０において、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は
、空気調和機１１０から暖房運転情報を受信しているか否かを判定する。暖房運転情報を
受信していない場合、すなわちステップＳ２１０においてＮｏの場合は、第３情報収集ユ
ニット４３のユニット制御部９２はステップＳ２１０を繰り返す。
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【０１０２】
　暖房運転情報を受信した場合、すなわちステップＳ２１０においてＹｅｓの場合は、ス
テップＳ２２０において、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、運転指示
情報として小風量運転指示情報を、第３送風機３３の送風機制御部８２に送信する。
【０１０３】
　第３送風機３３の送風機制御部８２は、小風量運転指示情報を受信すると、ステップＳ
２３０において、外部電源から第３送風機３３の送風部８１のモータに供給される電力を
制御して、風量の小さい小風量運転で第３送風機３３の送風部８１を運転させる。第３送
風機３３の送風部８１が風量の小さい小風量運転で運転することにより、１階の居室１２
で空気調和機１１０により暖められた、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が高い空気
が、第３ダクト２３を通って洗面所１３に小風量で送風される。これにより、洗面所１３
が、第３送風機３３の消費電力を抑えた小風量運転で搬送された１階の居室１２の空気に
より、間接的に暖められる。
【０１０４】
　つぎに、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、ステップＳ２４０におい
て、居住者が洗面所１３に入室したか否かを判定する。第３情報収集ユニット４３のユニ
ット制御部９２は、入室情報を受信した場合に、居住者が洗面所１３に入室したと判定す
る。
【０１０５】
　居住者が洗面所１３に入室した場合、すなわちステップＳ２４０においてＹｅｓの場合
は、ステップＳ２５０において第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、大風
量運転指示情報を第３送風機３３の送風機制御部８２に送信する。
【０１０６】
　第３送風機３３の送風機制御部８２は、大風量運転指示情報を受信すると、ステップＳ
２６０において、外部電源から第３送風機３３の送風部８１のモータに供給される電力を
制御して、風量の大きい大風量運転で第３送風機３３の送風部８１を運転させる。第３送
風機３３の送風部８１が風量の大きい大風量運転で運転することにより、洗面所１３の空
気よりも相対的に温度が高い１階の居室１２で空気調和機１１０により暖められた空気が
、第３ダクト２３を通って洗面所１３に大風量で送風される。これにより、１階の居室１
２から洗面所１３に送風される空気により、洗面所１３をより効率的に暖めることができ
る。
【０１０７】
　つぎに、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、ステップＳ２７０におい
て、第３送風機３３の停止を指示する停止指示情報を第３情報収集ユニット４３の入力部
９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信していない場合、すなわちステ
ップＳ２７０においてＮｏの場合は、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は
、ステップＳ２７０に戻る。
【０１０８】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ２７０においてＹｅｓの場合
は、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、停止指示情報を第３送風機３３
の送風機制御部８２に送信する。第３送風機３３の送風機制御部８２は、停止指示情報を
受信すると、ステップＳ２８０において、第３送風機３３の送風部８１を停止させ、第３
送風機３３の運転を停止させる。これにより、空気調和システム３の一連の運転処理が終
了する。
【０１０９】
　ステップＳ２４０に戻って、居住者が洗面所１３に入室していない場合、すなわちステ
ップＳ２４０においてＮｏの場合は、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は
、ステップＳ２９０において、第３送風機３３の停止を指示する停止指示情報を第３情報
収集ユニット４３の入力部９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信して
いない場合、すなわちステップＳ２９０においてＮｏの場合は、第３情報収集ユニット４
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３のユニット制御部９２は、ステップＳ２４０に戻る。
【０１１０】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ２９０においてＹｅｓの場合
は、第３情報収集ユニット４３のユニット制御部９２は、停止指示情報を第３送風機３３
の送風機制御部８２に送信する。第３送風機３３の送風機制御部８２は、停止指示情報を
受信すると、ステップＳ２８０において、第３送風機３３の送風部８１を停止させ、第３
送風機３３の運転を停止させる。これにより、空気調和システム３の一連の運転処理が終
了する。
【０１１１】
　なお、上記においては、１階の居室１２で空気調和機１１０により暖められた空気を洗
面所１３に送風する場合について示したが、２階の居室１４で空気調和機１１０により暖
められた空気を洗面所１３に送風する構成とすることも可能である。
【０１１２】
　上述したように、本実施の形態３にかかる空気調和システム３においては、１階の居室
１２から搬送された暖かい空気を洗面所の床面１３ａ側から洗面所１３内に供給すること
により、空気調和機を用いることなく、空気調和機が設置されていない洗面所１３を効率
的に暖めることができる。
【０１１３】
　また、空気調和システム３においては、第３給気口６３が洗面所の床面１３ａに配置さ
れているため、１階の居室１２から搬送された相対的に温度の高い空気を洗面所の床面１
３ａ側から洗面所１３内に供給することができ、効率的に洗面所１３を暖めることができ
る。
【０１１４】
　また、空気調和システム３においては、空気調和機の使用状況および浴室への人の入室
の情報を収集し、これらの情報に基づいて適切な風量レベルでの第３送風機３３の運転の
制御を自動的に行うため、省エネルギーで利便性に優れた空気調和システムが実現されて
いる。
【０１１５】
　したがって、空気調和システム３によれば、空気調和機が設置されていない洗面所１３
に対して供給された１階の居室１２の空気の密度に起因した洗面所１３内での空気の移動
を考慮した適切な位置から、１階の居室１２の空気を適切な風量で供給することにより、
洗面所１３の温度バリアフリーを省エネルギーで効率的に実現でき、快適な居住空間を得
ることができる。
【０１１６】
実施の形態４．
　図９は、本発明の実施の形態４にかかる空気調和システム４の一般家庭住宅における構
成例を示す模式図である。図９において、矢印は空気の流れを示している。本実施の形態
４にかかる空気調和システム４は、住宅１１の建物に設置されて、第１空間部である住宅
１１内の居室で空気調和機１１０により冷やされたた空気を、第１空間部と異なる建物内
の空間であって洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部屋に搬送することによ
り、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に冷やす空調を行う空気調和システムで
ある。すなわち、本実施の形態４にかかる空気調和システム４は、主に夏季の期間に用い
て好適な空気調和システムである。なお、ここでは、空気調和機が設置されていない部屋
が洗面所１３である場合について説明するが、空気調和機が設置されていない部屋は洗面
所１３に限定されない。
【０１１７】
　本実施の形態４にかかる空気調和システム４は、住宅１１の１階の居室１２と洗面所１
３とを連通させて接続する第４ダクト２４と、第４ダクト２４の端部に接続されて洗面所
１３に設けられ、床下１６の空気を洗面所１３内に給気するための第４給気口６４と、１
階の居室１２の空気を洗面所１３に搬送するための空気流を第４ダクト２４内に発生させ
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る第４送風機３４と、第４送風機３４に対して運転または停止を指示する運転指示情報を
送信する第４情報収集ユニット４４と、第４送風機３４と第４情報収集ユニット４４とを
通信可能に接続する第４通信線５４と、を備える。
【０１１８】
　第４ダクト２４の一端は１階の居室の床面１２ａに配置されており、第４ダクト２４の
他端は洗面所１３の天井面に接続されている。すなわち、第４ダクト２４は、外壁と洗面
所１３との間の領域を介して、１階の居室の床面１２ａから洗面所１３の天井裏まで配設
され、第４給気口６４を介して洗面所１３の天井面に接続されている。これにより、第４
ダクト２４は、第４給気口６４を介して１階の居室の床面１２ａ側の空間と洗面所１３の
天井面側の空間とを連通させる第４風路部を構成している。第４ダクト２４は、合成樹脂
パイプまたは金属パイプ等のパイプにより構成することができる。
【０１１９】
　第４送風機３４は、第４ダクト２４における途中位置に設けられて、第４ダクト２４を
介して第１空間部の空気を第２空間部に送風するため、すなわち１階の居室１２の空気を
洗面所１３に搬送するために１階の居室１２から洗面所１３に向かう方向の空気流を第４
ダクト２４内に発生させる。第４送風機３４は、発生させる空気流の方向が異なること以
外は、第１送風機３１と同様の構成および機能を有する。
【０１２０】
　第４送風機３４が空気流を発生することにより、第４ダクト２４の一端が連通する１階
の居室１２の空気が、第４ダクト２４を通って、第４ダクト２４の他端が連通する洗面所
１３に搬送される。１階の居室１２の空気は、空気調和機１１０により冷やされており、
空気調和機が設置されていない洗面所１３の空気よりも相対的に温度が低い。したがって
、第４送風機３４が空気流を発生することにより、洗面所１３の空気よりも相対的に温度
が低い１階の居室１２の空気が、第４ダクト２４を通って洗面所１３に搬送される。これ
により、１階の居室１２の空気により洗面所１３を間接的に冷やす空調を行うことができ
る。
【０１２１】
　そして、第４給気口６４は、第４ダクト２４の端部に接続されて洗面所１３に設けられ
、上下方向のうち、第４ダクト２４を介して１階の居室１２から洗面所１３に搬送される
１階の居室１２の空気が洗面所１３の空気との密度の違いにより洗面所１３内で移動する
方向と逆の方向から、１階の居室１２の空気を洗面所１３内に給気する。すなわち、第４
給気口６４は、洗面所の天井面１３ｂに配置されている。洗面所１３の空気よりも相対的
に温度の低い１階の居室１２の空気を洗面所１３内に供給した場合には、洗面所１３の空
気よりも温度が低く密度が大きい１階の居室１２の空気は、洗面所１３の下方、すなわち
洗面所の床面１３ａ側に移動して滞留する。このため、床下１６から搬送された相対的に
温度の低い空気を洗面所の天井面１３ｂ側から洗面所１３内に供給することにより、効率
的に洗面所１３を冷やすことができる。
【０１２２】
　第４情報収集ユニット４４は、第４送風機３４に対して複数の風量レベルのうちいずれ
かの風量レベルで第４送風機３４の運転を制御する。第４情報収集ユニット４４は、第４
送風機３４に対して第４送風機３４の運転または停止を指示する運転指示情報を送信する
ことにより、第４送風機３４の運転を制御する。第４情報収集ユニット４４は、小風量運
転および大風量運転の制御を適用する条件が異なること以外は、第１情報収集ユニット４
１と同様の構成および機能を有する。したがって、第４情報収集ユニット４４の構成およ
び基本的な機能は実施の形態１を参照することとして、詳細な説明を省略する。
【０１２３】
　第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、第４送風機３４が停止した状態に
おいて、空調機運転情報として冷房運転を開始した旨の冷房運転情報を空気調和機１１０
から受信した場合に、第４送風機３４を小風量運転で運転させる制御を行う。すなわち、
第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、冷房運転情報を受信した場合に、第
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４送風機３４に対する運転指示情報として、風量の小さい小風量運転を指示する小風量運
転指示情報を、第４情報収集ユニット４４のユニット通信部９４を介して第４送風機３４
に送信する。これにより、消費電力を抑えた小風量運転で第４送風機３４を運転させて、
１階の居室１２で空気調和機１１０により冷やされた空気を洗面所１３に供給することが
できる。
【０１２４】
　また、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、居住者が洗面所１３に入室
したと検知した場合に、実施の形態３における第３情報収集ユニット４３のユニット制御
部９２と同様に、大風量運転で第４送風機３４を運転させる制御を行う。すなわち、第４
情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、入室情報を受信すると、入室情報に基づ
いて、第４送風機３４に対する運転指示情報として風量の大きい大風量運転を指示する大
風量運転指示情報を、第４情報収集ユニット４４のユニット通信部９４を介して第４送風
機３４に対して送信する。居住者が洗面所１３に入室したと判定する方法は、実施の形態
３の場合と同様である。
【０１２５】
　つぎに、本実施の形態４にかかる空気調和システム４の動作の一例について説明する。
以下では、空気調和システムが、１階の居室１２で空気調和機１１０により冷やされた空
気を利用して洗面所１３の空調を行う場合について説明する。図１０は、本発明の実施の
形態４にかかる空気調和システム４の動作の一例の手順を示すフローチャートである。
【０１２６】
　まず、ステップＳ３１０において、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は
、空気調和機１１０から冷房運転情報を受信しているか否かを判定する。冷房運転情報を
受信していない場合、すなわちステップＳ３１０においてＮｏの場合は、第４情報収集ユ
ニット４４のユニット制御部９２はステップＳ３１０を繰り返す。
【０１２７】
　冷房運転情報を受信した場合、すなわちステップＳ３１０においてＹｅｓの場合は、ス
テップＳ３２０において、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、運転指示
情報として小風量運転指示情報を、第４送風機３４の送風機制御部８２に送信する。
【０１２８】
　第４送風機３４の送風機制御部８２は、小風量運転指示情報を受信すると、ステップＳ
３３０において、外部電源から第４送風機３４の送風部８１のモータに供給される電力を
制御して、風量の小さい小風量運転で第４送風機３４の送風部８１を運転させる。第４送
風機３４の送風部８１が風量の小さい小風量運転で運転することにより、洗面所１３の空
気よりも相対的に温度が低い１階の居室１２で空気調和機１１０により冷やされた空気が
、第４ダクト２４を通って洗面所１３に小風量で送風される。これにより、洗面所１３が
、第４送風機３４の消費電力を抑えた小風量運転で搬送された１階の居室１２の空気によ
り、間接的に冷却される。
【０１２９】
　つぎに、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、ステップＳ３４０におい
て、居住者が洗面所１３に入室したか否かを判定する。第４情報収集ユニット４４のユニ
ット制御部９２は、入室情報を受信した場合に、居住者が洗面所１３に入室したと判定す
る。
【０１３０】
　居住者が洗面所１３に入室した場合、すなわちステップＳ３４０においてＹｅｓの場合
は、ステップＳ３５０において第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、大風
量運転指示情報を第４送風機３４の送風機制御部８２に送信する。
【０１３１】
　第４送風機３４の送風機制御部８２は、大風量運転指示情報を受信すると、ステップＳ
３６０において、外部電源から第４送風機３４の送風部８１のモータに供給される電力を
制御して、風量の大きい大風量運転で第４送風機３４の送風部８１を運転させる。第４送
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風機３４の送風部８１が風量の大きい大風量運転で運転することにより、洗面所１３の空
気よりも相対的に温度が低い１階の居室１２で空気調和機１１０により冷やされた空気が
、第４ダクト２４を通って洗面所１３に大風量で送風される。これにより、１階の居室１
２から洗面所１３に送風される空気により、洗面所１３をより効率的に冷やすことができ
る。
【０１３２】
　つぎに、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、ステップＳ３７０におい
て、第４送風機３４の停止を指示する停止指示情報を第４情報収集ユニット４４の入力部
９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信していない場合、すなわちステ
ップＳ３７０においてＮｏの場合は、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は
、ステップＳ３７０に戻る。
【０１３３】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ３７０においてＹｅｓの場合
は、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、停止指示情報を第４送風機３４
の送風機制御部８２に送信する。第４送風機３４の送風機制御部８２は、停止指示情報を
受信すると、ステップＳ３８０において、第４送風機３４の送風部８１を停止させ、第４
送風機３４の運転を停止させる。これにより、空気調和システム４の一連の運転処理が終
了する。
【０１３４】
　ステップＳ３４０に戻って、居住者が洗面所１３に入室していない場合、すなわちステ
ップＳ３４０においてＮｏの場合は、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は
、ステップＳ３９０において、第４送風機３４の停止を指示する停止指示情報を第４情報
収集ユニット４４の入力部９１から受信したか否かを判定する。停止指示情報を受信して
いない場合、すなわちステップＳ３９０においてＮｏの場合は、第４情報収集ユニット４
４のユニット制御部９２は、ステップＳ３４０に戻る。
【０１３５】
　一方、停止指示情報を受信した場合、すなわちステップＳ３９０においてＹｅｓの場合
は、第４情報収集ユニット４４のユニット制御部９２は、停止指示情報を第４送風機３４
の送風機制御部８２に送信する。第４送風機３４の送風機制御部８２は、停止指示情報を
受信すると、ステップＳ３８０において、第４送風機３４の送風部８１を停止させ、第４
送風機３４の運転を停止させる。これにより、空気調和システム４の一連の運転処理が終
了する。
【０１３６】
　なお、上記においては、１階の居室１２で空気調和機１１０により冷やされた空気を洗
面所１３に送風する場合について示したが、２階の居室１４で空気調和機１１０により冷
やされた空気を洗面所１３に送風する構成とすることも可能である。
【０１３７】
　上述したように、本実施の形態４にかかる空気調和システム４においては、１階の居室
１２から搬送された冷やされた空気を洗面所の天井面１３ｂ側から洗面所１３内に供給す
ることにより、空気調和機を用いることなく、空気調和機が設置されていない洗面所１３
を効率的に冷やすことができる。
【０１３８】
　また、空気調和システム４においては、第４給気口６４が洗面所の天井面１３ｂに配置
されているため、１階の居室１２から搬送された相対的に温度の低い空気を洗面所の天井
面１３ｂ側から洗面所１３内に供給することができ、効率的に洗面所１３を冷やすことが
できる。
【０１３９】
　また、空気調和システム４においては、空気調和機の使用状況および浴室への人の入室
の情報を収集し、これらの情報に基づいて適切な風量レベルでの第４送風機３４の運転の
制御を自動的に行うため、省エネルギーで利便性に優れた空気調和システムが実現されて



(22) JP 6657057 B2 2020.3.4

10

20

30

40

50

いる。
【０１４０】
　したがって、空気調和システム４によれば、空気調和機が設置されていない洗面所１３
に対して供給された１階の居室１２の空気の、密度に起因した洗面所１３内での空気の移
動を考慮した適切な位置から、１階の居室１２の空気を適切な風量で供給することにより
、洗面所１３の温度バリアフリーを省エネルギーで効率的に実現でき、快適な居住空間を
得ることができる。
【０１４１】
実施の形態５．
　図１１は、本発明の実施の形態５にかかる空気調和システム５の一般家庭住宅における
構成例を示す模式図である。図１１においては、夏季における本実施の形態５にかかる空
気調和システム５での空気の流れを実線矢印で、冬季における本実施の形態５にかかる空
気調和システム５での空気の流れを破線矢印で示している。
【０１４２】
　本実施の形態５にかかる空気調和システム５は、上述した実施の形態１の空気調和シス
テム１と、実施の形態２の空気調和システム２とを組み合わせた構成および機能を備える
。すなわち、本実施の形態５にかかる空気調和システム５は、屋根裏１５で自然に暖めら
れた空気を、洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部屋に搬送することにより
、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に暖める空調を行う空調機能と、床下１６
で自然に冷やされた空気を、洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部屋に搬送
することにより、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に冷やす空調を行う空調機
能と、を有する。
【０１４３】
　すなわち、本実施の形態５にかかる空気調和システム５は、通年において、空気調和機
が設置されていない部屋の空調に用いて好適な空気調和システムである。なお、ここでは
、空気調和機が設置されていない部屋が洗面所１３である場合について説明するが、空気
調和機が設置されていない部屋は洗面所１３に限定されない。
【０１４４】
　本実施の形態５にかかる空気調和システム５は、住宅１１の屋根裏１５の空間と床下１
６の空間と洗面所１３とを連通させて接続する第５ダクト２５と、第５ダクト２５の端部
に接続されて洗面所１３の床面に設けられ、屋根裏１５の空気を洗面所１３内に給気する
ための第１給気口６１と、第５ダクト２５の端部に接続されて洗面所１３の天井面に設け
られ、床下１６の空気を洗面所１３内に給気するための第２給気口６２と、を備える。
【０１４５】
　また、本実施の形態５にかかる空気調和システム５は、第５ダクト２５内の風路を切り
替える風路切り替え部である２つの風路調整ダンパー７５ａ，７５ｂと、屋根裏１５の空
間の空気を洗面所１３に搬送するための空気流、または床下１６の空間の空気を洗面所１
３に搬送するための空気流を第５ダクト２５内に発生させる第５送風機３５と、第５送風
機３５に対して運転または停止を指示する運転指示情報を送信する第５情報収集ユニット
４５と、２つの風路調整ダンパー７５ａ，７５ｂおよび第５送風機３５と第５情報収集ユ
ニット４５とを通信可能に接続する第５通信線５５と、を備える。
【０１４６】
　本実施の形態５にかかる空気調和システム５では、２つの風路調整ダンパー７５ａ，７
５ｂを切り替えることにより、第５ダクト２５内の風路を、第１給気口６１を介して屋根
裏１５の空間と洗面所１３の床面側の空間とを連通させる第１風路部と、第２給気口６２
を介して床下１６の空間と洗面所１３の天井面側の空間とを連通させる第２風路部と、に
切り替えることができる。すなわち、２つの風路調整ダンパー７５ａ，７５ｂは、第２空
間部よりも温度の高い第１空間部と第２空間部とを連通する送風路と、第２空間部よりも
温度の低い第１空間部と第２空間部とを連通する送風路とに第５ダクト２５内の風路を切
り替える。
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【０１４７】
　また、第５送風機３５は、屋根裏１５から洗面所１３に向かう方向の空気流と、床下１
６から洗面所１３に向かう方向の空気流とを第５ダクト２５内に発生させることができる
。第５送風機３５は、第５ダクト２５内における送風の向きを２つの向きに変更可能であ
ること以外は、第１送風機３１と同様の構成および機能を有する。
【０１４８】
　そして、本実施の形態５にかかる空気調和システム５では、２つの風路調整ダンパー７
５ａ，７５ｂを切り替えて屋根裏１５の空間と洗面所１３の空間とを連通させる第１風路
部を第５ダクト２５内に構成し、第５送風機３５により屋根裏１５から洗面所１３に向か
う方向の空気流を第５ダクト２５内に発生させることにより、屋根裏１５で自然に暖めら
れた空気を洗面所１３に搬送することができる。また、本実施の形態５にかかる空気調和
システム５では、２つの風路調整ダンパー７５ａ，７５ｂを切り替えて床下１６の空間と
洗面所１３の空間とを連通させる第２風路部を第５ダクト２５内に構成し、第５送風機３
５により床下１６から洗面所１３に向かう方向の空気流を第５ダクト２５内に発生させる
ことにより、床下１６で自然に冷やされた空気を洗面所１３に搬送することができる。
【０１４９】
　第５情報収集ユニット４５は、第５送風機３５に対して複数の風量レベルのうちいずれ
かの風量レベルで第５送風機３５の運転を制御する。第５情報収集ユニット４５は、上述
した第１情報収集ユニット４１および第２情報収集ユニット４２と同様に季節を判定し、
第５送風機３５における小風量運転または大風量運転を制御する。また、第５情報収集ユ
ニット４５は、判定した季節において適切な風路を第５ダクト２５内に構成するように、
２つの風路調整ダンパー７５ａ，７５ｂの切り替え動作を指示する情報を２つの風路調整
ダンパー７５ａ，７５ｂへ送信して、２つの風路調整ダンパー７５ａ，７５ｂの切り替え
動作を制御する。また、第５情報収集ユニット４５は、判定した季節において適切な送風
方向で空気流を発生させるように、第５送風機３５における送風方向を指示する情報を第
５送風機３５へ送信して、第５送風機３５による送風を制御する。第５情報収集ユニット
４５は、このような機能を有すること以外は、第１情報収集ユニット４１と同様の構成お
よび機能を有する。
【０１５０】
　上述したように、本実施の形態５にかかる空気調和システム５においては、本実施の形
態１にかかる空気調和システム１と本実施の形態２にかかる空気調和システム２の有する
効果が得られる。
【０１５１】
　そして、空気調和システム５においては、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が高い
空気と洗面所１３の空気よりも相対的に温度が低い空気とを選択的に洗面所１３に搬送す
ることができるため、通年にわたって洗面所１３の温度バリアフリーを省エネルギーで効
率的に実現できる。
【０１５２】
実施の形態６．
　図１２は、本発明の実施の形態６にかかる空気調和システム６の一般家庭住宅における
構成例を示す模式図である。図１２においては、夏季における本実施の形態６にかかる空
気調和システム５での空気の流れを実線矢印で、冬季における本実施の形態６にかかる空
気調和システム５での空気の流れを破線矢印で示している。
【０１５３】
　本実施の形態６にかかる空気調和システム６は、上述した実施の形態３の空気調和シス
テム３と、実施の形態４の空気調和システム４とを組み合わせた構成および機能を備える
。すなわち、本実施の形態６にかかる空気調和システム６は、住宅１１内の居室で空気調
和機１１０により暖められた空気を、洗面所１３などの空気調和機が設置されていない部
屋に搬送することにより、空気調和機が設置されていない部屋を間接的に暖める空調機能
と、住宅１１内の居室で空気調和機１１０により冷やされた空気を、洗面所１３などの空
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気調和機が設置されていない部屋に搬送することにより、空気調和機が設置されていない
部屋を間接的に冷やす空調機能と、を有する。
【０１５４】
　すなわち、本実施の形態６にかかる空気調和システム６は、主に夏季と冬季において、
空気調和機が設置されていない部屋の空調に用いて好適な空気調和システムである。なお
、ここでは、空気調和機が設置されていない部屋が洗面所１３である場合について説明す
るが、空気調和機が設置されていない部屋は洗面所１３に限定されない。
【０１５５】
　本実施の形態６にかかる空気調和システム６は、住宅１１の１階の居室１２と洗面所１
３とを連通させて接続する第６ダクト２６と、第６ダクト２６の端部に接続されて洗面所
１３の床面に設けられ、１階の居室１２の空気を洗面所１３内に給気するための第３給気
口６３と、第６ダクト２６の端部に接続されて洗面所１３の天井面に設けられ、１階の居
室１２の空気を洗面所１３内に給気するための第４給気口６４と、を備える。
【０１５６】
　また、本実施の形態６にかかる空気調和システム６は、第６ダクト２６内の風路を切り
替える風路切り替え部である２つの風路調整ダンパー７６ａ，７６ｂと、１階の居室１２
で空気調和機１１０により暖められた空気を洗面所１３の床面側から第３給気口６３を介
して洗面所１３に搬送するための空気流、または１階の居室１２で空気調和機１１０によ
り冷やされた空気を洗面所１３の天井面側から第４給気口６４を介して洗面所１３に搬送
するための空気流を第６ダクト２６内に発生させる第６送風機３６と、第６送風機３６に
対して運転または停止を指示する運転指示情報を送信する第６情報収集ユニット４６と、
２つの風路調整ダンパー７６ａ，７６ｂおよび第６送風機３６と第６情報収集ユニット４
６とを通信可能に接続する第６通信線５６と、を備える。
【０１５７】
　本実施の形態６にかかる空気調和システム６では、２つの風路調整ダンパー７６ａ，７
６ｂを切り替えることにより、第６ダクト２６内の風路を、第３給気口６３を介して１階
の居室の天井面１２ｂ側の空間と洗面所１３の床面側の空間とを連通させる第３風路部と
、第４給気口６４を介して１階の居室の床面１２ａ側の空間と洗面所１３の天井面側の空
間とを連通させる第４風路部と、に切り替えることができる。すなわち、２つの風路調整
ダンパー７６ａ，７６ｂは、第２空間部よりも温度の高い第１空間部と第２空間部とを連
通する送風路と、第２空間部よりも温度の低い第１空間部と第２空間部とを連通する送風
路とに第６ダクト２６内の風路を切り替える。
【０１５８】
　また、第６送風機３６は、１階の居室の天井面１２ｂ側から洗面所１３の床面側に向か
う方向の空気流と、１階の居室の床面１２ａ側から洗面所１３の天井面側に向かう方向の
空気流とを第６ダクト２６内に発生させることができる。第６送風機３６は、第６ダクト
２６内における送風の向きを２つの向きに変更可能であること以外は、第１送風機３１と
同様の構成および機能を有する。
【０１５９】
　そして、本実施の形態６にかかる空気調和システム６では、１階の居室１２で空気調和
機１１０が暖房運転を開始した場合には、２つの風路調整ダンパー７６ａ，７６ｂを切り
替えて第３風路部を第６ダクト２６内に構成し、第６送風機３６により１階の居室の天井
面１２ｂ側から洗面所１３の床面側に向かう方向の空気流を第６ダクト２６内に発生させ
ることにより、１階の居室１２で空気調和機１１０により暖められた空気を洗面所１３に
搬送することができる。また、本実施の形態６にかかる空気調和システム６では、１階の
居室１２で空気調和機１１０が冷房運転を開始した場合には、２つの風路調整ダンパー７
６ａ，７６ｂを切り替えて１階の居室の床面１２ａ側の空間と洗面所１３の天井面側の空
間とを連通させる第４風路部を第６ダクト２６内に構成し、第６送風機３６により１階の
居室の床面１２ａ側から洗面所１３の天井面側に向かう方向の空気流を第６ダクト２６内
に発生させることにより、１階の居室１２で空気調和機１１０により冷やされた空気を洗
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【０１６０】
　第６情報収集ユニット４６は、第６送風機３６に対して複数の風量レベルのうちいずれ
かの風量レベルで第６送風機３６の運転を制御する。第６情報収集ユニット４６は、上述
した第３情報収集ユニット４３および第４情報収集ユニット４４と同様に、１階の居室１
２で空気調和機１１０が暖房運転または冷房運転を開始したこと、および居住者が洗面所
１３に入室したことを判定して、第６送風機３６における小風量運転または大風量運転を
制御する。また、第６情報収集ユニット４６は、空気調和機１１０が暖房運転または冷房
運転をしている場合における適切な風路を第６ダクト２６内に構成するように、２つの風
路調整ダンパー７６ａ，７６ｂの切り替え動作を指示する情報を２つの風路調整ダンパー
７６ａ，７６ｂへ送信して、２つの風路調整ダンパー７６ａ，７６ｂの切り替え動作を制
御する。また、第６情報収集ユニット４６は、空気調和機１１０が暖房運転または冷房運
転をしている場合における適切な送風方向で空気流を発生させるように、第６送風機３６
における送風方向を指示する情報を第６送風機３６へ送信して、第６送風機３６による送
風を制御する。第６情報収集ユニット４６は、このような機能を有すること以外は、第１
情報収集ユニット４１と同様の構成および機能を有する。
【０１６１】
　上述したように、本実施の形態６にかかる空気調和システム６においては、本実施の形
態３にかかる空気調和システム３と本実施の形態４にかかる空気調和システム４の有する
効果が得られる。
【０１６２】
　そして、空気調和システム６においては、洗面所１３の空気よりも相対的に温度が高い
空気と洗面所１３の空気よりも相対的に温度が低い空気とを選択的に洗面所１３に搬送す
ることができるため、通年にわたって洗面所１３の温度バリアフリーを省エネルギーで効
率的に実現できる。
【０１６３】
　以上の実施の形態に示した構成は、本発明の内容の一例を示すものであり、実施の形態
同士を組み合わせることも可能であるし、別の公知の技術と組み合わせることも可能であ
るし、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、構成の一部を省略、変更することも可能である
。
【符号の説明】
【０１６４】
　１　空気調和システム、１１　住宅、１２　１階の居室、１２ａ　１階の居室の床面、
１２ｂ　１階の居室の天井面、１３　洗面所、１３ａ　洗面所の床面、１３ｂ　洗面所の
天井面、１４　２階の居室、１５　屋根裏、１６　床下、２１　第１ダクト、２２　第２
ダクト、２３　第３ダクト、２４　第４ダクト、２５　第５ダクト、２６　第６ダクト、
３１　第１送風機、３２　第２送風機、３３　第３送風機、３４　第４送風機、３５　第
５送風機、３６　第６送風機、４１　第１情報収集ユニット、４２　第２情報収集ユニッ
ト、４３　第３情報収集ユニット、４４　第４情報収集ユニット、４５　第５情報収集ユ
ニット、４６　第６情報収集ユニット、５１　第１通信線、５１ａ　外部通信線、５２　
第２通信線、５３　第３通信線、５４　第４通信線、５５　第５通信線、５６　第６通信
線、６１　第１給気口、６２　第２給気口、６３　第３給気口、６４　第４給気口、７５
ａ，７５ｂ，７６ａ，７６ｂ　風路調整ダンパー、８１　送風部、８２　送風機制御部、
８３　送風機通信部、９１　入力部、９２　ユニット制御部、９３　記憶部、９４　ユニ
ット通信部、１０１　プロセッサ、１０２　メモリ、１１０　空気調和機、１１１　室内
機、１１２　室外機、１１３　冷媒管。
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